
教科（科目） 国語（現代文Ｂ） 単位数 ２単位 学年 ３年次

使用教科書 『高等学校　改訂版　現代文Ｂ』（第一学習社）

１　学習目標

　近代以降のさまざまな文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進んで表現

し、読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。

２　指導の重点

・読解・干渉の能力を向上させ、思考力・感受性を啓発する。

・現代社会の諸問題への関心を深めるとともに、自らの考えを的確に表現する能力を高める。

３　指導計画

月 単元名 教材 主要学習領域 学習活動(指導内容) 時間 評価方法

４ 評論 未来世代への責任 　読む能力 ・評論の読み方に習熟す 5 定期考査

～ 　話す能力 る。 授業の取り組み

５ 　聞く能力 ・環境問題について考察 漢字小テスト

を深める。 提出物

評論 写真の持つ力 　読む能力 ・評論の読み方に習熟す 6

　話す能力 る。

　聞く能力 ・ジャーナリズムの問題と

可能性について考える。

言語活動 情報の探し方 　書く能力 ・目的や課題に応じてさ 1

　話す能力 まざまな情報を収集し活

　聞く能力 用する方法を習得する。

５ 小説 こころ 　読む能力 ・小説の読み方に習熟す 9 定期考査

～ 　話す能力 る。 授業の取り組み

６ 　聞く能力 ・小説に描かれた人間の心 漢字小テスト

理をじっくり読み込む。 提出物

評論 いのちのかたち 　読む能力 ・評論の読み方に習熟す 6

　話す能力 る。

　聞く能力 ・生命倫理と文化との関係

を考える契機とする。

言語活動 報告文(レポート)の 　書く能力 ・報告文(レポート)の書 1

書き方 　話す能力 き方を習得する。

　聞く能力

７ 評論 身体の個別性 　読む能力 ・評論の読み方に習熟す 6 定期考査

～ 　話す能力 る。 授業の取り組み

10 　聞く能力 ・人間のあり方、他者との 漢字小テスト

かかわりについて考えを深 提出物

める。

評論 句を切る 　読む能力 ・文芸評論の読み方に習熟 5

　話す能力 する。

　聞く能力 ・俳句に対する理解を深め

る。

詩 足と心 　読む能力 ・詩の読み方に習熟する。 5

　話す能力 ・抽象的な現代詩のおも

　聞く能力 しろさを味わう。

言語活動 研究発表のしかた 　書く能力 ・研究発表のしかたを習得 1

書き方 　話す能力 する。

　聞く能力
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10 小説 枯野抄 　読む能力 ・小説の読み方に習熟す 9 定期考査

～ 　話す能力 る。 授業の取り組み

11 　聞く能力 ・人間の心理について考え 漢字小テスト

を深める。 提出物

評論 現代日本の開花 　読む能力 ・まとまった分量のある評 8

　話す能力 論を読解する。

　聞く能力 ・近代化の功罪について

思索を深める。

言語活動 意見文の書き方 　書く能力 ・意見文の書き方を習得 1

　話す能力 する。

　聞く能力

12 評論 「である」ことと「す 　読む能力 ・まとまった分量のある評 6 定期考査

～ る」こと 　話す能力 論を読解する。 授業の取り組み

１ 　聞く能力 ・政治への関わり方を考え 漢字小テスト

る契機とする。 提出物

言語活動 要約のしかた 　書く能力 ・要約の仕方を習得する。 1

　話す能力 ・著者の主張を的確に理解

　聞く能力 し、それを簡潔にまとめる

表現力を養う。

計70時間（50分授業） 計 70 時間（50分授業）
４　課題提出物等

５　評価基準と評価方法

６　担当者からの一言

・漢字小テスト

・ノートや意見文、提出物などの内容

・授業の取り組み(授業態度、発表や討論の様子、学習活動への参加状況等)

以上の観点を踏まえ、

いるか。

書に親しんだりしてか。

・表現し、伝え合お

　この科目では、現代の思想や文化の形成に直接関わるさまざまなジャンルの文章を読むことを通して、現代

社会の問題や人間の生き方について考える姿勢を学んでいきます。また、話し合いや文章作成等の表現活動に

よって、自らの考えをさらに深めていくことを目指します。

上記の点から、総合的に評価します。

・定期考査の結果

たりしているか。

うとしているか。 り、的確に聞き取っ 文章を書いている 確に読み取ったり読 付けているか。

表記、語句、語彙、

漢字等の知識を身にさまざまな文章を的筋道を立てて適切に筋道を立てて話した

尊重し、進んで理解 目的や場面に応じて 相手や目的に応じ、 がら、目的に応じて

関心を深め、国語を るため音声、文法、

表現と理解に役立て

知識・理解読む能力

自分の考えを深めた

り発展させたりしなたり深めたりして、

自分の考えをまとめ

書く能力話す・聞く能力

自分の考えをまとめ

たり深めたりして、

・各単元において話し合いや要約演習などを実施します。

・長期休業の際の課題は別途指示します。

・各定期考査の際に、副教材の問題集を併せて出題します。

・副教材テキストを範囲として、漢字小テストなどを実施します。

国語や言語文化への

関心・意欲・態度

評価は次の５観点から行います。


